社会科学研究所定例研究会報告要旨 by 佐藤 康一郎 et al.
－ 42 － 
社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
2009 年 7 月 7 日（火） 定例研究会報告 
テーマ： 堺市の現状について 
報告者： 堺市東京事務所 岩井主事 
     堺市東京事務所 柿原次長 
時 間： 15 時 30 分から 17 時 30 分 
場 所： 社会科学研究所 会議室 
参加者数：15 名 
報告内容概略： 
堺市の形成は「古墳の時代（4 世紀末から 8 世紀）」、「堺誕生の時代（11 世紀）」、「会合



















－ 43 － 





司 会： 石塚良次所員（本学経済学部） 
時 間： 15：30～18：00 
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2009 年 7 月 18 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： ｢帝人事件｣と検察ファッショ―現代を歴史の文脈で考える 
報告者： 丸山茂樹氏（参加型システム研究所客員研究員） 
     古川 純所員(法学部) 
コメンテータ―：朝日健太郎氏（NPO 現代の理論・社会フォーラム運営委員） 
時 間： 15：00～17：50 
場 所： 専修大学神田校舎 7 号館 764 教室 





















昭和・後』（第一法規、昭和 45＝1970；昭和 12＝1937.12.16 判決文収録）、②「解題 『帝
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時 間： 16：30～19：00 
場 所： サテライト教室 B（向ヶ丘遊園駅前） 










 報告者２では、戦前の駐日フランス大使だったクローデル（在任期間 1921～27 年）の
生涯と彼の日本観および日本人がクローデルの作品をどのようにみていたか、彼の詩作品
や日本の新聞報道などをもとに、その基本的な問題点を指摘した。とくに、報告者が実物
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2009 年８月１日（土） 定例研究会報告 
テーマ： テーマ『金融危機にどう立ち向かうか』（田中隆之著、筑摩新書）をめぐって 
報告者： 田中隆之所員（本学経済学部） 
     奴田原健悟所員（本学経済学部） 
     野口旭所員（本学経済学部） 
司 会： 石原秀彦所員（本学経済学部） 
時 間： 16：30～19：00 
場 所： 神田校舎 7 号館（大学院棟）7 階 772 
参加者数：18 名 
報告内容概略： 
 田中隆之所員の近著『金融危機にどう立ち向かうか』（筑摩新書）をめぐる討論が行わ
れた。最初に田中所員から本書の要点について簡単なプレゼンテーションが行われ、その
後、野口および奴田原所員から、本書のさまざまな論点についての問題提起とコメントが
行われた。さらに、司会の石原所員によって整理された各論点、具体的には、不良債権問
題の本質、総需要安定化政策＝財政金融政策と市場安定化政策＝プルーデンス政策の関
係、総需要安定化政策によるプルーデンス政策の「肩代わり」の実態と評価、インフレ目
標政策の意義と可能性、日本のゼロ金利・量的緩和政策への評価、サブプライムローン問
題以後の各国の政策に対する評価、財政・金融・プルーデンス政策のあるべき姿等々につ
いて、フロアも含めた活発な議論が行われた。 
 議論の焦点は、かつての日本や現代の世界に生じているような経済危機において、金融
政策の役割として最も重要なのは、総需要安定化政策としてのそれではなく、プルーデン
ス政策としてのそれであるという、田中氏の著書の最も中心的な主張をめぐるものであっ
た。この問題はまさに現代世界経済の最も愁眉の課題であり、参加者にとっては十分に有
意義な意見交換の場になったのではないかと思われる。 
記：専修大学経済学部・野口旭 
 
